
別紙様式６

令和６年度

改善方策

11月 1月

◇教師の授業力評価
【肯定的評価3.2以上（４段階
評価）】※研究授業で教師の
相互評価

3.2 3.18 3.19 100% 3

12月に実施した研究授業後に，教師が記入した授業力分析シートの結果は，肯定的
評価が3.19となり，目標値に近い数値となった。「見通しをもって授業に参加している」
「児童は，学び方を工夫しながら学習している」の項目における肯定的評価が高かっ
た一方で，「児童は，学習方法のよさや課題を振り返っている」の項目での評価が低
かった。学習過程の中で振り返りの場の設定が十分とはいえなかった。児童の自己
調整力と学力をより向上させるために，視点を明確にした振り返り（自己省察）の場を
意図的に設け，次への学習につなげていけるようにしたい。

B

・授業方法や取組がよい。児
童に選択の場を与えるのはよ
い。
・「振り返りの場」を今後どのよ
うに設定するのか具体的にす
る必要がある。保護者にも周
知する。

・授業力の向上に向けて，今
年度の取組みの振り返りをふ
まえ，具体的な取り組み方法
を検討する。
・「振り返りの場」の設定等学
校の取組について，学校だよ
り等で家庭にも周知する。

◇学力の実態調査
NRT・標準学力調査の正答
率40％未満の児童の割合
【10％以下】※学力検査結果
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学力調査の結果を比較すると，正答率が40％未満だった児童の割合は，国語科・算
数科ともに，後期は前期の数値を下回ることができた。目的意識を明らかにして学習
に取り組んだ結果，児童の基礎・基本となる学力を定着させることができたと考えられ
る。国語科では目標値を達成することができた一方で，算数科では目標値の達成に
は至らなかった。算数科を中心とした帯タイムの取組を継続し，計画的に必要な知識
の定着を図っていきたい。また，考え方を説明するなど，知識を活用して学習を行うこ
とで，自己調整力と学力の形成につなげたい。

B

・帯タイムの継続はよい。
・正答率４０％未満の児童の
割合だけでは評価は難しい。
つまずきのある児童への支援
が必要である。
・算数で１０％を超えているの
は、課題が大きい。

・児童のつまずきを把握した
り予想したりし，一人一人に
あった個別の支援の手立てを
工夫し具体化する。
・学校として取組内容を共有
し，組織的な取り組みとする。

◇自己の学び方に対する意
識調査
・目標をもって学習に取り組
んでいる（１・２年）
・目標達成に向け，自己の学
び方を工夫している（３～６
年）
【肯定的評価80％以上】
※児童アンケート
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112% 4

意識調査の後期の結果は，前期よりも数値は減少したが，目標値は達成することが
できた。児童の自己調整力を高めるために，今年度は「動機付け」を高め，目的意識
をもって学習できるように指導改善を行ってきた。単元計画を共有する，日常生活と関
連させたり児童の疑問と結び付けたりした学習課題を設定する，単元を貫く問いから
学習のゴールをイメージするなど，児童が自己調整力を発揮し，主体的に学習できる
ような手立てを考えることができた。学び続けることができる児童の姿を目指していく
ために，今後は振り返り活動（自己省察）の時間を充実させていく必要があると考えら
れる。視点を明確にした振り返りを繰り返し経験することにより，より目的意識をもって
学びに向かうことができるようにしていきたい。

A

・視点を明確に振り返り、繰
り返し経験させることはよ
い。
・「個別最適な学び」と「協
働的な学び」の一体的な推
進についての取組が分かり
にくい。

・学校における学習指導と
家庭学習の実施をどのよう
に関連付けて、より効果の
ある取組としていくのか来
年度に向けて再度検討し
ていく。

　

　

　

◇生活目標に関するアン
ケート
　【肯定的評価：80％以上】
※児童アンケート

〇児童相互・教師と
の信頼関係の構築

・児童の自己肯定感を高
め、役割を果たす機会の
設定
（係活動や当番活動の充
実と振り返り）

・児童アンケートの「自己決
定」「自己存在感」について
の意識調査 【肯定的評価
80％以上】※児童アンケート

学校関係者評価
（学校運営協議会による評価）

A

・相手を思いやる心の育ちは、
とても大切である。引き続き取
り組みをしてほしい。
・他人を思いやる心の育成に
おいて、あいさつはよくできて
いる。
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1 自ら学びを求める児童の
育成

○「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の
一体的な推進

・児童の自己調整力と学
力の向上を目指した学習
指導の工夫

・目的のある家庭学習
（帯タイム「ぐんぐんタイ
ム」との連携、「やる気」
勉強）の実施
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成

2
「みなが力（みんななかよ
くがんばる力）」を磨く学校
生活

○お互いを大切にで
きる児童の育成

・当事者意識をもたせた
生活目標の設定

・あいさつ名人チェックポ
イントの積極的活用

学　校　評　価　表 （　最終評価　） 東広島市立三永小学校

学校教育目標
「やりぬく～かしこく　やさしく　たくましく」

お互いを大切にし，主体的に学び続ける児童の育成
経営理念

めざす学校像「わかる　できる　かわる　たのしい」学校
教職員が一体となり，家庭・地域と共に，これからの社会を力強く生き抜くために必要な資質・能力

「知識・技能，課題発見・解決能力，自己調整力，協働性」の育成を目指した主体的な学びを促す教育活動を推進する。

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目

自己評価

目
標
値

評価

評価計画

改善方策
達成値

達成度 評価 結果と課題の分析 コメント
項
目

重
点

・家庭や地域とともにあいさつ
の取組を推進していく。
・縦割り班活動等の異学年交
流や地域の方との交流などを
通して，思いやりの心を育
む。

80% 90.8% 92.3% 115% 4

生活目標に関するアンケートの結果，肯定的評価を示した児童の割合は92.3％であ
り，１１月と同様に目標値を達成することができた。年間を通して各学級によるあいさ
つ運動を工夫して実施をしたり，学年朝会において実態に応じた指導をしたりしたこと
により，当事者意識をもたせられるように指導を行うことができたと考えられる。今後
の取組として，あいさつ名人チェックポイントの活用を含め，あいさつをさらに活発にし
ていけるように働きかけ，相手を思いやる心を育てていきたい。

◇領域別体育技能の実態
調査【６月実施の新体力テス
トとの比較で，記録が伸びた
児童の率80％以上】
※２０ｍシャトルラン・「みな
がんピック」

○運動や外遊びが好
きな児童の育成

・「みながトレーニング」の
取組の工夫
・月に１回の学級遊びの
機会の設定

◇運動への意欲
【肯定的評価:90％以上】
※児童アンケート

B

・２４名の児童にもよいところ
があると思う。ぜひ自己肯定
感を高める取組を続けてほし
い。
・２４名の今後が気になる。
・体験活動を通して，意見を言
える環境を整えることも必要で
ある。

・「自分賞」や「よいところ見つ
け」などの取組を継続し，自
己肯定感を高めていく。
・一人一人の児童に寄り添
い，教師による肯定的な言葉
がけを増やす。

80% 91.5% 91.6% 115% 4

児童アンケートの結果，肯定的評価を示した児童の割合は91.6%であり，１１月と同様に目標
値を達成し，自己肯定感の高い児童が多いことが分かった。学習発表会等の学校行事や各
教科等の学習の中で児童一人一人が自分の役割を意識した活動を充実させたり，「よいとこ
ろみつけ」「自分賞」等の児童の長所を評価する活動を行ったりすることで，自己肯定感が高
められたと考えられる。しかし，「自分にはよいところがない」と答えた児童は割合としては低
いが全校で２４名いる。異学年交流の充実や教師との関係をさらに深め，全ての児童の自己
肯定感を高めていく必要がある。

C

・評価方法の見直しと興味
ある種目の選定も必要であ
る。
・１月の結果で，目標値を
上回る児童が少ないのは
課題である。

・縄跳びの取組は，継続し
ていく。取組の視点を共有
し，全校で取組を推進す
る。
・評価方法や重点的に取り
組む内容の見直しを行う。

80% 53% 66% 2

6月の新体力テストのシャトルランの結果を1月時点で上回っていた児童は，53％だっ
た。体育の時間の始めに2分間走，夏休み中に室内で行える体つくり運動，みながん
ピックの縄跳びなどで，持久力を高める運動を継続していったが，結果に結び付かな
かった。低学年では70.4%，中学年では，42.2%，高学年では39.4%と学年が上がるに連
れて記録が下がっていた。実施方法にばらつきがあったため，校内で統一させて実施
していく必要があった。また，体育の始めに実施した2分間走は，実施方法を検討し，
簡易的かつより意欲的に児童が取り組めるものを考えていきたい。

◇子供と向き合う時間確保
ができる等，働きがいを感じ
る【肯定的評価90％以上】
※教師アンケート

A

・極力外遊びがよい。
・外でみんなで遊ぶ楽しさは心
も身体もたくましくなると言わ
れている。頑張ってほしい。
・運動への意欲はあるがあま
り運動ができていない。

A

・「学校にいるとほっとする」が
すべてを表していると思う。ま
すます満足度の高い学校づく
りをしてほしい。
・とんどに参加し地域の方と児
童が一緒に活動したことは大
変よかった。

◇学年の取組に対する児童
の満足度【肯定的評価90％
以上】※児童アンケート

・時期を定め，カリキュラム
マップを活用したカリキュラ
ム・マネジメントによる見直
しを行う。
・外部人材を有効活用でき
るよう情報を整理し共有す
る。

90% 97.2% 95.9% 107% 4

「学校行事は楽しい，生活・総合の勉強は楽しい95.9%」（昨年比＋0.8中間比－1.3）児
童は学校の取組に概ね満足していることが窺える。「学校は楽しい92.2％」「学校にい
るとほっとする86.8％」「授業が楽しい90.7％」の各項目は昨年度を上回っており，中間
値との比較においても同等である。児童と学習や行事の目的を共有しながら，児童主
体の教育活動となるよう取り組んだ結果であるといえる。来年度に向け，今年度の振
り返りをふまえ，各教育活動が児童にとってより充実したものとなるように教育計画を
作成し実践していきたい。

・外遊びの励行を継続する。
体育朝会で様々な遊びや体
つくり運動などを紹介する。
・学級遊びは、継続して行う。
・運動ができる場づくりを工夫
する。

90% 93.9% 94.8% 105% 4

運動が好きな児童は94.8%である。6月のアンケート結果より，1月末にとった結果の方
が肯定的評価をした児童は多かった。体育委員会を中心に企画した「全校遊び」や，
定期的に体育朝会を実施したことや，ぴょんぴょんウィークで児童が外に出て，体を動
かす時間を確保していったことが，外に出て遊ぶことにつながった。また，月に一回の
学級遊びは，全学年実施できたため，みんなで遊ぶ楽しさを味わうことができてきた。
今後も取り組みを進めていきたい。

　

A

・「仕事へのやりがい100％」
はすごい。これからも頑張って
ほしい。
・先生方の頑張りが伝わってく
る。
・一人一人の児童にしっかり
言葉がけをしてほしい。

・ICTを有効活用したり，効
果を検証し，スクラップ＆ビ
ルドにより取組の精選をし
たりし，児童に関わる時間
をもつ。

90% 96.9% 96.7% 107% 4

教職員アンケート「仕事へのやりがい100％」「子どもと向き合う時間の確保93.3％昨
年度比－0.5中間値－0.5％」「教材研究や授業準備の時間が持てている50.0％中間
比－18.8」児童アンケート「先生と話をしている83.7%中間比－0.8」会議時間及び内容
の精選等を行い，放課後の業務時間の確保に努めたが，業務遂行時間の確保が難
しいと感じていることが窺える。１月より教員に１名欠員があり，業務への負担感が増
えたためだと考えられる。学校行事や各分掌の取組の有効性を検証し，来年度の教
育計画の作成に生かしたい。また，１年間の業務に見通しをもたせ，分掌の計画的な
運営を促すとともに，４回ある長期休業の有機的な活用を推進していきたい。

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示す
る。
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4 安心・安全な学校づくり
〇「学校が楽しい」と
感じる教育の創造

・教職員が働きがいを感
じる職場づくり

・児童にとって有意義な
学校行事や総合的な学
習の時間の取組
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3 運動好きな児童の育成

〇児童の体力の向上
を図る

・「みながんピック」の取
組の工夫

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達

■学校関係者評価 （学校運営協議会による
評価）

Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切で
ある

Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でな


